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第 17 号 

2024 年 

 
 

第
二
十
一
回
卒
業
生
の
集
い
「
私
の
ふ
る
さ
と
板
四
小
」 

今
年
の
テ
ー
マ
「
再
開
・ 

仲
間
と
語
ろ
う
」 

  
   

 

第
１
部 

同
窓
会
総
会 

第
２
部 

懇
親
会 

 

 日
時 

 

令
和
六
年
六
月
九
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時 

 
 
      

 
 
 

☆
出
欠
の
ご
返
事
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
！ 

 
 

  
 
 

会
場 

 

板
橋
第
四
小
学
校 

体
育
館 

☆
「
板
四
会
」（
教
職
員
Ｏ
Ｂ
会
）
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

会
費 

二
千
円 

 
 
 
 
 
 
 
  

☆
中
学
生
は
無
料
、
未
成
年
者
は
五
百
円
で
す
。 

☆
会
費
は
当
日
会
場
受
付
に
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

  
 
 

（
お
問
い
合
せ
先
） 
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〇
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五
七
九
〉
六
三
四
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豊
田 

毅 

    

校
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

南 
輝
明 

     

１
２
０
０
字
（
岡 

会
長
よ
り
校
長
に
依
頼
） 

板橋第四小学校校舎 
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「
会
長
挨
拶
」 

                           

                            

こ
の
度
、
岡 

博
美
前
会
長
の
あ
と
を
引
継
ぎ
、
板
橋
第
四
小
学
校
同
窓
会
会

長
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
豊
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
同
窓
会
会
長
に
な
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
正
直
び

っ
く
り
と
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
同
窓
会
及
び
母
校
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま 

の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
、
私
は
本
校
卒
業
以
来
、
初
め
て
数
名
の
同
級
生
に
会
い
ま
し
た
。
実
に

48
年
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
の
で
、
最
初
は
誰
が
誰
だ
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
直
ぐ
に
懐
か
し
い
話
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

同
窓
会
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
を
皆
で
共
有
す
る
会
で
す
。
昨
年
ま
で
、
新
型
コ
ロ 

動
が
戻
り
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
か
ら
も
少
し
ず
つ
マ
ス
ク
が
外
れ
、
元
気
な
笑
顔
を
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の
「
板
四
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
や
本
校
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
学
習
発
表
会
」
で
は
子
ど
も
た
ち
が
生

き
生
き
と
活
動
す
る
姿
が
多
く
の
場
面
で
見
ら
れ
ま
し
た
。 

本
同
窓
会
広
報
誌
「
板
四
小
同
窓
會
だ
よ
り
」
も
実
に
五
年
ぶ
り
の
発
行
と
う
か
が
っ

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
い
再
開
・
再
会
を
願
っ
て
の
日
々
で
あ

っ
た
こ
と
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。
令
和
六
年
六
月
の
同
窓
会
で
は
、
懐
か
し
い
方
々
と

の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
本
校
体
育
館
が
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
湧
き
立
つ
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
お
仲
間
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。 

 

本
校
は
令
和
六
年
度
か
ら
全
学
年
三
学
級
の
十
八
学
級
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
も
児
童

数
は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
続
け
、
令
和
二
十
年
度
に
は
二
十
四
学
級
、
児
童
数
は
八
百

名
を
超
え
る
と
の
予
測
も
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
豊
田 

毅
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
同

窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
同
窓
会
活
動

は
休
止
状
態
で
し
た
が
、
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
が

集
ま
れ
る
会
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
活
動
活
性

化
の
た
め
の
楽
し
く
、
和
や
か
な
会
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
、
P

T

A
、

さ
く
ら
会
の
方
々
の
総
会
の
運
営
へ
の
、
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
、
ま
た
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
再
開
・
再
会
に
寄
せ
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

校
長 

堀
内
祐
子 

令
和
五
年
四
月
に
、
南 

輝
明
校
長
の
後
任
と
い
た
し
ま
し
て
、
板
橋
区
立
板

橋
第
四
小
学
校
の
校
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
堀
内 

祐
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
二
年
か
ら
続
い
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
た
め
学
校
で
は
様
々
な

行
事
の
中
止
や
縮
小
が
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
五
年
五
月
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
学
校
も
通
常
の
活 

副
校
長 

 

福
田
真
理 

青
空
に
映
え
る
白
い
校
舎
と
緑
の
校
庭
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
と
温
か
な
地

域
の
方
々
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、
着
任
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に

は
着
任
時
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
五
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
五
類
と
な
り
、
学
校
生
活
も
大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。 

『
同
窓
會
だ
よ
り
』
の
発
行
も
五
年
ぶ
り
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
板
橋
第
四

小
学
校
同
窓
会
の
「
再
開
」
の
時
に
こ
の
場
に
い
ら
れ
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
地
域
は
大
切
な
存
在
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
放
課
後
補

充
教
室
等
で
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
入
学
式
・
卒
業
式
等
に
お
き

ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
温
か
い
お
心
遣
い
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
温
か
く
見
守

っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

地
域
と
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
学
校
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

豊
田 

毅
（
昭
和
五
十
年
卒
） 

福田副校長   豊田会長  堀内校長 
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《
ク
ラ
ス
会
や
仲
間
と
の
交
流
の
場
に
》 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
会
員
の
近
況
を
伝
え
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
ク
ラ
ス
会
や
学
年

会
の
開
催
呼
び
掛
け
や
報
告
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

小
学
校
時
代
の
仲
間
と
の
散
歩
や
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味

の
集
ま
り
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
気
軽

に
投
稿
で
き
ま
す
。 

《
同
窓
会
だ
よ
り
・
記
念
誌
の
閲
覧
》 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
１
号
～

１
７
号
、
K
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
を
読
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。
又
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
ま
と

め
た
「
記
念
誌
」
も
御
覧
頂
け
ま
す
。
ご
利
用
下

さ
い
。 

会計報告  平成 31 年 1 月 1 日～令和元年 12 月 31 日 

収入の部 支出の部 

摘要 金額 摘要 金額 

前期繰越 

総会会費 

寄付金 

金一封 

雑収入 

（当期収入） 

887,217 

132,000 

622,100 

22,000 

6,306 

総会費 

通信費 

事務費 

会議費 

会場費 

印刷費 

送金手数料 

卒業記念品 

雑費 

HP 関連 

周年記念関連 

（当期支出） 

次期繰越 

291,282 

133,738 

32,962 

67,237 

2,000 

22,435 

25,592 

34,020 

8,650 

3,300 

0 

782,406 

 

 

621,216       

1,048,407 

合計 1,669,623 合計       1,669,623 

 

板橋第四小学校同窓会幹事 

卒年 氏 名 備考 卒年 氏 名 備考 

20 年 龍田幹雄 顧問 32 年 土屋禎子  

22 年 岸 孝夫 顧問  板橋圭子  

22 年 嶋田 功 顧問  板橋謙次  

   34 年 坂井寿夫 副事務局長 

24 年 大吉利雄 副会長 35 年 上野 悟  

 伊勢綾子  36 年 藤原 博  

 小田切昭子  37 年 関口順子  

 高橋将昭   山住静江  

25 年 東井忠弘  39 年 林 真治  

27 年 涌井康之  48 年 磯山光浩  

 岩田和子 副会長  堀 幸江  

   50 年 豊田 毅 会 長 

29 年 大橋勝廣  52 年 山崎智子 副会長 

31 年 本間貞夫 事務局長 56 年 稲本恵子 会 計 

 伯耆原厚雄 監 査  上山貴子 会 計 

 田中伸佳  57 年 宇野順一郎  

 

編
集
後
記 

五
年
振
り
の
同
窓
会
で
す
。
準
備
も
整
わ

ず
、
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が

学
校
の
ご
協
力
も
あ
り
何
と
か
再
開
で
き
て

喜
ん
で
い
ま
す
。
当
日
は
大
い
に
語
り
会
い

ま
し
ょ
う
。「
同
窓
会
だ
よ
り
」
は
編
集
の

都
合
で
四
頁
に
纏
め
ま
し
た
。
豊
田
新
会

長
、
堀
内
祐
子
校
長
、
福
田
真
理
副
校
長
に

寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。
四
頁
に
会
計
報
告

が
あ
り
ま
す
。
御
覧
下
さ
い
。
尚
、
し
ば
ら

く
活
動
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
徐
々
に
再
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伯
耆
原 

岡博美（前会長）令和 5年 8月、川井忠行 令和 5年 8月、北

岡和夫（監査）令和 6年 1月にご逝去されました。ご生前の

功績に感謝いたします。（敬称略） 

 


